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論　　文　　の　　要　　旨

　葉層多様体の研究は事C．Ehres㎜ann，ラA．Haefhg釘ラG．Reeb等により始められラ積多様体害均

質多様体里ファイバー1バンドル、変換群の軌道空問の研究等への広い範囲の応用が考えられる。

　葉層多様体の研究には害多様体が葉層構造をもつためにみたさなければならない位相的一性質を調

べる位相幾何学的研究とラ多様体が葉層構造をもつことが多様体上のリーマン計量にどのような影

響を与えるかを調べ冒そのことから逆に葉層構造をリーマン計量によって特徴づけようとする微分

幾何学的研究とがある。

　著者はラ微分幾何学的立場から葉層多様体の研究をすすめ害まず，B．L．Rei鰍h班tによって導入

されたバンドル1ライク計量の基本的性質を系統的に調ベヨついで里その測地線と葉層構造との関

係を詳しく調べている。著者が本論文で得た主な結果は次のようである。

（五）葉層多様体上に与えられたリーマン計量が，バンドル1ライク計量であるための必要十分条件

　が、測地線のもつ性質を用いて次のように述べられる：葉層リーマン多様体のすべての葉が全測

　地的であるとき、そのリーマン計量がバンドルライクであるためにはラすべての測地線が葉と定

　角をなしていることが必要十分である。

（2）葉層多様体の葉と測地線との関係の！つとして雪次の結果が得られる：余次元が1のバンドル1

　ライク計量をもつ葉層多様体において葉に直交する測地線に沿ってはヨその葉の焦点は存在しな

　い。
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（3）回転面の類似性より雪葉層多様体に「胴回り」なる概念を導入し。次の結果が得られている：

　バンドル1ライク計量をもつ葉層多様体のすべての葉が全瞬的であって、各々の葉の平均曲率ベ

　クトルが、或る関数fを用いて一駆ad　fで与えられているならば，葉層は「胴回り」efなるクレロー

　葉層である。

（遵）葉層多様体に自然に導入される第2接続と、バンドル固ライク計量のLevi－Civ1ta接続との関係

　を調べ宙第2接続の曲率に適当な条件を仮定するとう葉に直交する測地線に沿っては、その葉の

　焦点は存在しないことを示している。

審　　査　　の　　要　　旨

　著者が本論文で取り上げたバンドル1ライク計量をもつ葉層多様体内の測地線については、これ

まで組織的な研究はなされておらず，著者によって初めてまとまった研究がなされたものである。

バンドノレ田ライク計量は、積計量ヨRiem脱niansubmersi㎝等の一般化であり、葉層構造と密接な

関係にある計量で青葉層多様体上の計量としては最も自然な計量と考えられる。したがってその測

地線も当然葉層構造と密接に関連していることが期待されていた。本論文の結果は里種々の実例か

ら予測されていたものもあるがヨ本論文において初めて系統的に理論化され証明を与えられたもの

である。

　葉層リーマン多様体の微分幾何学的研究は始められたばかりであってラ研究論文も少なくヨ本論

文は今後のこの方面への研究に大きな影響を与えるものとして高く評価されておりヨ既に本論文の

影響を受けて新たな研究結果が出ている。

　又本論文中各所に与えられている実例は今後の研究に多くの示唆を与えるものと思える。

　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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